
 

平成 25年度体力向上取組事例  

学校名 有田町立有田中部小学校 

テーマ(事例の表題) 体育的行事と関連させた体力向上の継続的な取り組み 

取組内容 

※主となるものを 

１つ選んでください 

（   ） ア 体育、保健・体育授業  （ ○ ） イ  体育的行事 （   ） ウ 放課後の活動 

（   ） エ 生活習慣          （   ） オ 食習慣    （   ） カ 地域との連携 

（   ） キ 放課後の活動、部活動 

（   ） ク その他  具体的に                                             

●取組内容                ※取組の特色や内容がよくわかるように、くわしく具体的に記述してください。 

①実施目的 
体育の授業だけではなく、体育的行事においても継続的に運動に取り組ませることで、体力の

さらなる向上と運動の習慣化を図る。 

②実施内容 

１ 学校行事における運動機会の充実 

 （１）運動会における団体演技 

     ５年生と６年生は毎年合同でスタンツを行うことにしている。 

 （２）持久走月間（１１月～１２月） 

     昼休み終了 5分前に全校放送で音楽を流し、その間自分のペースで運動場を走る。 

 （３）長なわとび大会（２月） 

     競技内容：８の字跳びに挑戦（３分間）、コース跳びに挑戦（学校独自のコース） 

２ 運動意欲の向上 

 （１）持久走カード（ステップアップ式：佐賀県一周カード→九州一周カード） 

 （２）なわとびカード、コース跳びの手本ビデオの作成 

③組織体制作り 

※組織体制の概要
※運営方法 等 

・保体部で昨年の反省をもとに、体育的行事の内容を検討したり、修正したりしている。 

・児童自身が自分の体力向上を意識できるように、学年間のつながりを考えながら体育的行事

を組んでいる。 

④実施上で 
 工夫したこと 

※箇条書きで 

・持久走月間では、児童が意欲的に取り組めるように、ステップアップ式のカードを保体部で

準備した。（佐賀県一周カード→九州一周カード） 

・長なわとび大会は２種目の競技をしている。主に持久力をつける８の字跳び（３分間）と主

にリズム感を鍛えるコース跳びである。また、各学年の歴代記録を残しているので、毎年更

新するために意欲的に取り組んでいる。 

⑤主な成果 

※箇条書きで 

・運動会のスタンツでは５、６年生が合同で行うため、５年生が６年生になった際、できる技

が増え、出来栄えも美しい。 

・持久走月間を毎年続けているので、体調が悪い等の理由以外の児童は全員外に出て意欲的に

取り組むようになっている。持久走カードもその要因の一つである。 

・長なわとび大会も毎年続けているので、年々記録が向上している。 

⑥配慮事項 

※箇条書きで 
・記録や順位だけでなく、認め合うことや励まし合うことを意識させるように指導している。 

 



  

  

 

 

 

○実践内容例 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年スタンツ】 
５，６年生合同での練習の様子 

 

 

【持久走月間】 
体育での取り組みの様子 

 

 

【持久走カード①】 
佐賀県一周カード 

 

 

【持久走カード②】 
九州一周カード 

 

 

【長なわとび大会：コース跳び】 
低学年、中学年、高学年の３種類のコース 

 

・決められたコースを学級でより速く跳ぶタイムア

タック競技。一人あたりのタイムで競う。 

・いろいろな跳び方ができるようになるように、段

階を踏んだコースを設定している。 

   低学年：８の字跳びがメイン 

   中学年：くの字跳びがメイン 

   高学年：裏跳びがメイン 

【長なわとび大会歴代記録】 
校内に１年間掲示 

 

 

【体力テスト：２０ｍシャトルランの変遷】 
持久力が向上している 

 

 


